
まきのはら教育委員会だより

令和７年１月26日（日）から令和８年１月12日（月・祝）まで、牧之原市史料館で
「田沼意次の新時代展」を開催します。田沼意次や相良藩に関する新発見の資料、蔦
屋重三郎など田沼時代に活躍した文化人に関する資料を展示します。
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▲ 初公開の『人道大意 始学摘訓』（個人蔵） ※意次侯家臣の子弟教育に使用された書物

場 所：牧之原市史料館 １階および２階の一部
期 間：令和７年１月26日（日）から令和８年１月12日（月・祝）
開館時間：午前９時から午後４時（１月26日のみ午後２時から午後６時まで）
休 館 日：月曜日・祝日の翌日・年末年始
入 館 料：大人220円、小人110円（団体割引あり）

※１階展示室のみ（２階は無料）

物販コーナーも
あるよ！

＜大河ドラマ活用推進室 TEL：0548-53-2646＞

【田沼意次の新時代展】



アースランチ創造は、地域の食材を使った創作料理を考案することを通して、地域の
人・もの・ことの魅力を再発見することを目的としています。

農家の方に農業体験をさせていただいたり、商店の方にメニュー開発のアドバイスを
いただくなど、地域の方の支えの中で子どもたちは生き生きと学んでいます。

＜学校教育課 TEL：0548-53-2645＞

11月30日(土)に相良総合センターい～らで「家庭と地域で子どもを育てる市民のつど
い」が開催されました。
第１部の「わたしの主張2024」では、市内の３中学校から選ばれた優秀作品の受賞者が

表彰されました。受賞者は参加者の前でそれぞれの作品を発表しました。

相良中学校３年 増田 稟南
（ますだ りんな）さん

榛原中学校３年 片瀨 香町
（かたせ こまち）さん

牧之原中学校３年 向笠 陽大
（むかさ ひなた）さん

＜社会教育課 TEL：0548-53-2646＞

私たち地頭方小学校５年生は、
魚屋さんに魚のさばき方を教

えてもらいました！

また第２部では、朝日大学保健医療学部教授 オノマトペ研究者 藤野良孝氏による講演
会を行いました。
「子育てや人間関係がプラスになる『魔法の言葉かけ』～知って”わくわく”、使っ

て”にこにこ”得するオノマトペ～」というテーマの講演では、子どもへの言葉かけや人
とのコミュニケーションにおけるオノマトペ（擬音語・擬態語）の有効な使い方などを学
ぶことができました。



新しい学校施設の整備方針（前号掲載）で挙げた、
ワタシをつくる ・ つながる「人・学び・体験」 ・ ささえるの３つを
施設の基本計画（施設の考え方）につなげていきます。

次号では、より具体的な施設の計画（屋内施設計画）についてお知らせしていく
予定です。検討の過程や基本構想・基本計画の内容は、市HPからご覧ください。

https://www.city.makinohara.shizuoka.jp/site/kyouiku/list98-310.html

過大・過剰にならないよう配慮するとともに、可能な限り
兼用・共用できるようにすることで、効果的・効率的、かつ
経済的な施設とする。

80年にわたって施設を無駄なく綺麗に使うことができる
構造や仕様にするとともに、変化に対応できる工夫や各所の
収納スペースの充実を図る。

長い日照時間や強い風など、牧之原市の気候や自然
条件を最大限利用し、環境に配慮した施設とする。

見通しが良く、安全な動線が確保できる施設にするととも
に、徒歩、自転車、バス、自家用車等のあらゆる通勤・通学
手段における安全性の確保や学校周辺の交通渋滞等の緩
和が図れるよう、配置や出入口等を工夫する。

施設共通の考え方

⚫施設の使いやすさや子どもの安全性確保のため、整備方針や教室等の性質を
踏まえ、施設をエリアで分けます。エリアは、（仮称）普通教室エリア、管理エリア、
地域開放エリアとします。

⚫地域開放エリアは、外部の人が入ることができ、部屋等を共用して使用するこ
とができるエリアとします。

⚫動線は、子どもの教育活動のしやすさを第一に、教職員の管理のしやすさ、地
域利用のしやすさの順に考えます。

エリア分けエリア分け 動 線と の考え方

https://www.city.makinohara.shizuoka.jp/site/kyouiku/list98-310.html


「相良総合グラウンド」の人工芝整備工事については、令和７年３月完成を目指
して、11月から表土のすき取りなど本格的な工事に着手しました。

人工芝のグラウンドは、多目的グラウンドの約半面を整備するもので、サッカー
コート１面の大きさがあり、老朽化したフェンスの取替や防球ネットの設置も行い、
新たなグラウンドにリニューアルします。

＜スポーツ推進課 TEL：0548-53-2643）＞

〈12月初旬の工事状況〉 〈完成予想写真〉

４月に地頭方幼稚園と地頭方保育園が統合し、地頭方こども園となって８カ月が過
ぎました。園児数も増え、現在は０～５歳児までの70名が、日々かかわりを持ちなが
ら賑やかに過ごしています。園では、子どもたちが友達との遊びを通して豊かな感性
や協同性等を学び、日々成長している姿が見られます。

10月の地区のお祭りを経験した後には、５歳
児20名が中心となって幼稚園から持ってきた屋
台を園庭で引き回し、みんなでかもめっこ祭り
を楽しみました。
また、園で給食を作っているので、毎日、朝

から園内に美味しそうな匂いが漂ってきます。
この日はお祭りに合わせたメニューを給食の

先生が考えてくれて、３・４・５歳児でバイキ
ング会食を楽しみました。「今度はどれにしよ
うかな？」と何度もおかわりをしておなか一杯
の子どもたちでした。 ▲ かもめっこ祭りを楽しむ園児たち

＝3

＜子ども子育て課 TEL：0548-23-0075）＞



令和６年10月１日 橋本 勝氏が教育長に再任
（任期は令和９年９月30日までの３年間）

令和６年10月１日 山本 和波氏が牧之原市菊川市学校組合教育委員に新任
（任期は令和10年９月30日までの４年間）

令和６年11月16日 池ケ谷 祐太氏が牧之原市教育委員に再任
（任期は令和10年11月15日までの４年間）

＜教育総務課 TEL：0548-53-2642）＞

＜編集委員長 池ケ谷 祐太＞

〇ご意見・ご感想などお待ちしております↓
発行：牧之原市教育委員会・牧之原市菊川市学校組合教育委員会
電話：53-2642 FAX：53-2657 メール：kyoiku@city.makinohara.lg.jp
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【山本教育委員よりコメント】
教育委員、保護者として子供達がより良い教育を受けれるよう、

そして楽しく安全に通えるように頑張っていきます。

―編集後記―
いつも教育委員会だより「なないろ」をご覧いただきありがとうございます。
子どもたちの成長にはいつも驚かされます。昨日までできなかったことができるよう

になる。それが数ヶ月、1年ともなれば別人のように成長することもあるように思えます。
それを見守る大人にできることは、、、
大人も次の10年を見据えて負けずに成長していきたいと思いました。
寒さが厳しくなってきますが、地元の美味しい食材で温まりつつ、健やかに年末をお

過ごしください。


